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はじめに 

 

この答申は、第３次府中市生涯学習推進計画が策定されてから初めて開かれた

生涯学習審議会であり、教育委員会からの諮問「第３次府中市生涯学習推進計画の

具体化に向けて」を受け、当該計画の３つの基本施策について審議を行ったものです。 

 

第３次府中市生涯学習推進計画では、これまでの生涯学習分野の蓄積を踏まえつつ、

基本目標である、「みんなが学び 地域に返す 人と地域がともに育つ『学び返し1』の

まち府中」の実現に向け、新しい府中の生涯学習のあり方を目指していくとしていま

す。 

 

 今期の生涯学習審議会では、社会状況の変化から、「共助・自助2」の意識の高まり、

地域におけるコミュニティの希薄化、デジタルメディアの普及など時代の変化に即した

生涯学習を考えていくことが今後より一層必要になるということが話し合われました。 

 

 府中市独自の考え方である「学び返し」を通じて、これらの具体化を図るため、以下

を答申として取りまとめました。本答申における提言がこれからの府中市の施策の手

助けとなるとともに、生涯学習のさらなる発展につながることを期待します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                      

1 学び返しとは、市民が今までの「学ぶ」側から、自ら学んだことや身につけた知識・技能など「学び」の

成果を地域や他の方に対し「返す」とする考え方です。 

2 「自助・共助」という順番が一般的ですが、本答申では地域住民同士の関りを重視しているため「共

助・自助」としています。 

資料４ 
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基本施策１ 誰もが学べる環境づくり 

【重点施策】新たな参加を促すための学習環境づくり 

答申のポイント 

 生涯学習の拠点である生涯学習センターにおいて、生涯学習 PDCA サイクル1を
通じて継続的な学習環境の維持と見直しを実施します。市と指定管理者が協力
して自己点検や自己評価を行い、その成果を公開します。 

 

 「共助・自助」のさらなる推進のため、市民のコミュニティスキル（合意形成技能等）
の向上を図ります。 

 

 新型コロナウイルス感染症拡大により、生涯学習の場においても、「３密」を避け

ながら、いかにして豊かな学びを生み出していけるかが課題となりました。この

経験を活かし、「コロナ後」にあっては、デジタル技術を活用して、これまで参加し

にくかった人たちが参加できる、生涯学習の手法を開発していくことが必要です。 

 

 

新たな生涯学習活動への市民参加を促すための学習環境づくりには、生涯学習

活動への参加が少ない層に対して、学習需要を掘り起こすことで参加意欲を高める

ことや、参加しやすいよう体制を整備したり、見直したりすることが欠かせません。加

えて、学びを返す活動を受け入れ、そして、それを支える市民意識を高めるためにコ

ミュニティスキル2を育み、府中市民全体の生涯学習への参加意欲の向上をはかるこ

とが必要です。 

 

１ 「学びの場」の持続的見直し 

学習環境の充実を図り、新たな参加を促すために、常日頃からの問題の発見、及

び評価と改善の PDCA サイクルを実施することが必要です。府中市において、学習

機会を提供している施設は数多くありますが、まずは生涯学習の拠点である「府中市

生涯学習センター」で行われている学習活動の状況を分析することから始めることを

提案します。例えば、関心の高い講座について、これまで参加できなかった人達が参

                                                      

1 PDCAサイクルとは、Plan（計画）、Do（実行）、Check（評価）、Action（改善）を繰り返すことによ

って、生産管理や品質管理などの管理業務を継続的に改善していく手法のことです。 

2 コミュニティスキルとは、各層、各世代、各役割の市民が相互に交流するにあたり相手を意識し

た意見交換ができたり、効果的な説明ができたりする合意形成技能など、汎用の問題解決能力

のことです。 
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加しやすい枠組（時間帯や開催場所）を採用したり、参加してこなかった人達の潜在

学習ニーズを把握したりすることで、具体的に活動を変化させ、学習の場の機能改善

を図る必要があるのではないでしょうか。 

 

２ 「共助・自助」のさらなる推進のためのコミュニティスキル（合意形成技能等）の向

上 

個々人が抱える課題の多様化や、地域で取り組む問題の深刻化に伴い、これまで

以上に「共助・自助」の考えが大切になってきています。「共助・自助」をキーワードに

しながら、地域の課題にあたるには、各地域内の「学び」の活動を活性させることが

必要です。その活動を通じ、各地域内における学習活動を積極的に行えるようにして

いくことが求められるのではないでしょうか。 

ひとつの大きな取り組みとして、府中市民全体の「コミュニティスキル」をはぐくみ育

てる学習活動を行うことを提案します。そこで、まずは、現在実施されている「生涯学

習ファシリテーター養成講座」の学習内容に、「コミュニティスキル」に関わる項目や演

習を組み入れることから始めてはどうでしょうか。養成講座を修了するとともに、コミュ

ニティスキルも獲得した人達が、自身の圏域の文化センターを「場」として活用し、そ

の中でコミュニティスキルの実践を行うことで、市民相互が結ばれる「学び」と「返し」

の好循環を形成できることにつながっていくとことが期待できます。 

 

３ 時代の変化に対応した生涯学習の手法 

新型コロナウイルス感染症の拡大により、生涯学習の場においても、「３密」を避け

ながら、いかにして豊かな学びを生み出していけるかが課題となりました。会場に

集まっての対面型に限らず、オンライン講座の活用や併用を進めることは、感染症

拡大予防のためだけでなく、これまで参加しにくかった人たちも含め、より多様な人

たちの参加を促すことにつながると考えられます。こうした新たな生涯学習の手法

開発についても、生涯学習ファシリテーターや、生涯学習センターに集うボランティ

アの方々と協働して進めていけばいいのではないでしょうか。なおその場合、情報

格差問題（デジタルディバイド）を考慮することも必要です。 
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基本施策２ 誰もが活躍できる環境づくり 

【重点施策】生涯学習と地域還元をつなげる事業の実施 

答申のポイント 

 少子高齢化やコミュニティの希薄化の中で「共助・自助」の必要性が唱えられ

ている令和の時代、府中市の目指す「学び返し」は、個々人の暮らしや人生を

豊かにすることに加え、「地域に暮らす多様な市民が、協働して課題解決に向

けて活動していく」ことや「学び返し」の価値化を多面的に進め、市民の「学び

返し」活動への参加意欲を高めることにつながる「新しい展開」が求めらます。 

 「学び返しの新たな展開」を進めるため、生涯学習センター内に多様な市民に

よる実行委員会等を設置します。生涯学習ファシリテーターや地縁組織、NPO

関係者や公募市民らにより、「学び返しの新たな展開」につながる講座の把握

や新規企画を行います。 

 府中市においてより地域に密着した「学び返し」の拠点となり得るのは文化セ

ンターです。その文化センター内にモデルケースとして、地域の住民が気軽に

立ち寄って対話し、地域の困りごと解決につながる、「学習サロン」のような場

所を設けます。 

 

１ 「学び返し」の新たな展開の必要性 

府中市の目指す「学び返し」は「市民一人ひとりが持っている力を、社会に還元して

いくことである」と定義されています（平成１７年第１期生涯学習審議会提言）。少子

高齢化とコミュニティの希薄化にさらされている令和の時代、国も「自助」や「共助」

の大切さ強調しています。「学び返し」における「社会への還元」も、個々人の人生

や生活を豊かにするだけでなく、地域の困りごとや課題の解決に向けて協働して動

くことが求められています。また、「学び返し」の価値化を多面的に進め、市民の「学

び返し」活動への参加意欲を高めることも必要になります。そこで、府中市の目指

す「学び返し」に「地域に住む多様な市民が、それぞれの経験や能力を活かして地

域や社会のニーズに応え、課題解決に向けて協働していく」という方向性をつけ加

え、新しい展開をしていくことが、必要ではないでしょうか。 
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２ 「学び返し」の新たな展開を進める実行委員会等の設置 

学び返しの新たな展開に向けて、生涯学習センター内に実行委員会のような作業

グループを形成することを提案します。生涯学習センターは府中市における生涯学

習の中心的拠点であるとともに、平成２２年度から市内を中心に講師を発掘し、講

座を開催することで地域の「学びたい人」と「教えたい人」をつなぐ役割（「創りたい

人」）を担う」生涯学習ファシリテーター養成講座を実施しています。「学び返し」の

新たな展開に向けた実行委員会には、例えば、生涯学習ファシリテーター有志の

方々に加え、自治会町内会等の地縁組織や、地域の課題解決に取り組む NPOの

関係者や関心ある公募市民等に参加していただきたいと考えます。具体的な活動

としては、生涯学習センターや市民活動センタープラッツ職員等、関係機関の協力

のもと、次の２つの柱が考えられます。 

（１） 「学び返しの新たな展開」につながる講座の把握と分析 

生涯学習センターや各文化センター、さらに市民活動センタープラッツ等で実

施されている「学び返し」につながる講座を把握し、その手法や効果等を分

析します。 

（２） 「地域や社会のニーズに応え、課題解決につながる」新たな講座の企画実施 

メンバーが中心となり、府中市の抱える地域や社会の課題のなかで、行政や

既存の組織だけでは対応しきれないもので、かつ「ともに学び、楽しみながら

その後の活動につなげていける」ようなテーマを選び、新たな「学び返し」の

展開につながる講座を生涯学習センターを会場として企画・実施します。実

施後のフォローアップも行います。 

 

３ 文化センターの「場」としての活用 

地域課題の解決に向けては、その地域で何らかの形でイニシアチブをとる地域人

材の発掘や育成が欠かせません。幅広い地域人材の継続的な活躍を生み出すた

めには、地域の人たちが気軽に集い、互いを知り合い、ともに動き出すきっかけと

なるような、「場」を提供することが必要ではないでしょうか。いまの府中市では、各

文化センターがその「場」を提供し得る施設ですが、残念ながら地域の住民が気軽

に立ち寄って対話できるような仕組みになっていません。文化センターで中心的に

活動するコミュニティ協議会とも連携しながら、曜日や時間限定で構わないので、
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地域の人たちが気軽に集える学習サロンのような場を文化センター内に創出したら

どうでしょうか。地域活動の拠点としての文化センターの役割をサポートすることに

もつながるのではないでしょうか。 
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基本施策３ 生涯学習を支える基盤の整備 

【重点施策】生涯学習の広報の強化 

答申のポイント 

 アナログメディアにデジタルメディアを加えた形で、様々な媒体を活用し、情報共
有を推進します。具体的には、ネットメディアの積極的な活用や、データとデジタ
ル技術を活用した学習サービスを通じ、学習者のニーズ志向に応えることを中心
にして広報事業をよりよくします。 

 

 動画配信サービスや SNS を積極的に活用します。生涯学習センターで実施され

ている講座の紹介動画を関係各所と密接に連携し製作し、そうした活動を「学び
返し」活動の一つとし、さらに推進していきます。 

 

市民各層が持つ市民の役割・立場に目を向け、役割・立場が違えば異なる学習者

ニーズに耳を傾けようとする施策は欠かせません。多様な市民の役割・立場に対して

様々な媒体を活用して広報するため、アナログメディアとデジタルメディアを融合した

形での「学び返し」の広報事業を進めます。 

 

１ 広報活動の多様化の推進 

若年層から老年層まで滞りなく学習者向けの情報が伝わるよう、情報の受け手の

手間を最小限とする情報利活用ができるような広報が必要であり、紙媒体のメディア

等のアナログメディアにデジタルメディアを加えた形で、様々な媒体を活用した広報が

求められます。とくにデータやデジタル技術を積極的に活用することで、情報提供を

広報に止めないような取り組みをし、講座配信などを通じて「学び返し」の施策にも応

用することができるのではないでしょうか。ちなみに国内でのインターネットサービス

開始は、平成 4（1992）年のことです。デジタル技術やマルチメディアの利用は、不可

欠になりつつあります。例えば、デジタル知識や操作技能の講座を設けて、十分な配

慮を含めて積極的に身に付けてもらう取り組みも必要です。また学習者も「学び返し」

を意識した一市民として、アナログ・デジタルの区分なく、学びにつながる様々な情報

を入手する事が出来るようサポートしていくことが今後より大切になってくるのではな

いでしょうか。 

  

２ 具体的な広報活動の実施 

YouTubeなどの動画配信サービスや、SNSの積極的な活用を行うことができます。

例えば、府中市生涯学習センターで実施される講座の紹介動画を作成することなど

が考えられます。こうしたメディアの積極的な活用を通じ、十分で適切な情報の提供
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をする必要があるのではないでしょうか。なお、紹介動画などのコンテンツ作成は、メ

ディアの利活用を学ぶ学習団体1や、市のメディア発信を担う課などの各関係各所と

密接な連携を通じて製作することも検討すべきです。こうしたコンテンツ制作は、「学

び返し」の好例として捉えることができます。基本施策 1 や基本施策 2 の取り組みと

も有機的に連動させることで、「学び返し」活動の一つと位置付け、推進していくことが

望ましいのではないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                      

1 例えば、府中市生涯学習センター内の「生涯学習ボランティア 悠学の会」など、積極的に活動

する団体組織に依頼できることが理想です。 
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おわりに 

 

今期の生涯学習審議会では、府中市独自の考え方である「学び返し」を軸として、

市民の学習環境の向上とその学習成果の適切な還元の方法について議論してきま

した。前者では、幅広く市民の学習需要に応える工夫を審議し、後者では、生涯にわ

たり行われる学びが、いかに人材育成につながったり地域の問題解決に寄与したり

するかを審議しました。 

 

その中でも、地域住民同士のつながりについて、様々な視点や観点から審議され

ました。これ以外にも、議論が尽くせず答申本文に具体文言を入れていませんが、生

涯学習ファシリテーターの役割や、広報活動における伝え方の工夫、ハンディキャッ

プを持っている方への配慮など、今後の府中市の生涯学習に関わり検討を要する論

点が数多く提示されました。 

 

 時代の変化に伴い生涯学習も、その変化する学習需要に応え、制度的にも質的も

変化していく必要があります。本答申が、今後の府中市の生涯学習の発展につなが

ることを期待します。 
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